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春の全国交通女全運動か、4目

6日木、から4月15日〆イ．之

ての10日間行なわれます

　春ま、新入学。入園、行楽．ル

ースノてあるため、／計回の運動て

ま　熏s者わkび自転車利用者、

と（二子1∫旬2事故防止一、　一夜同

こお｝る≒郵故の防11＿、　一1）と，

ある運転の励行とノー、へ・し着

「目》，手色J筐＿　　））　3　車　L＝気　を　l　i禅，二手自」隻

きれること1こなって幽す

　甲」ても、連動期間中二｝二要走．路

て街頭指導を行なうほか、婦人之

絡協、義会か運転者に闘茶を接待し

たり、安全を呼びか干る折’1つる

を贈ることこしで、ます
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昭
和
五
十
三
年
度
が
始
ま
）
、
新
年

度
予
算
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
予
算
は
、
三
月
の
定
例
町
議
会

で
審
議
さ
れ
、
原
案
と
お
り
可
決
さ
れ

た
も
の
で
す
が
、
こ
こ
数
年
の
き
び
し

い
社
会
情
勢
下
に
あ
っ
て
各
地
方
自
治

体
の
財
政
運
用
は
ま
す
ま
す
深
刻
化
し

東
郷
町
も
そ
の
例
に
も
れ
ま
せ
ん
。

　
木
村
町
長
は
予
算
案
の
提
案
説
明
に

先
だ
ち
つ
ぎ
の
よ
う
に
所
信
を
表
明
し

て
い
ま
す
。
　
へ
一
部
判
ず
い
）

　
「
　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
地

方
財
政
に
お
い
て
も
国
の
財
政
施
策
の

中
に
あ
っ
て
同
様
の
方
向
づ
け
が
な
き

れ
て
い
ま
す
が
、
東
郷
町
を
と
う
ま
く

現
状
も
全
国
農
山
村
が
抱
え
て
い
る
数

多
く
の
行
政
課
題
と
殆
ん
と
軌
を
「
つ

に
す
る
問
題
に
当
面
し
て
い
ま
す
．
、

　
へ
省
略
）

さらに進められる道路網の整備

　
景
気
回
復
を
待
ち
つ
づ
ナ
る
若
者
の

た
め
に
も
、
既
に
提
唱
し
て
い
る
企
業

誘
致
を
何
と
し
て
も
成
就
し
な
サ
れ
ば

な
ら
ず
、
争
う
と
い
ら
立
ち
の
心
境
て

改
め
て
責
任
の
重
大
き
を
ひ
し
曜
、
）
し
と

感
し
て
h
ま
す
．

　
へ
省
略
）

　
林
業
と
と
も
に
本
町
産
業
の
根
幹
て

あ
る
農
業
は
、
三
二
そ
新
し
い
展
望
て

立
っ
た
施
策
の
展
開
が
急
務
て
あ
り
、

こ
の
た
め
こ
は
、
各
種
の
制
度
事
業
を

積
極
的
に
聖
人
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

》
一
田
心
づ
　
’
」
h
＋
よ
山
ヲ

　
（
省
略
）

　
四
つ
く
）
は
人
つ
く
〕
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
、
町
つ
く
）
の
基
本
は
何
と
h

つ
て
も
人
つ
く
）
こ
あ
る
と
い
う
こ
と

て
す
．
教
育
の
成
果
と
い
う
も
の
が
、

二
年
、
三
年
の
短
期
間
て
測
る
こ
と
の

て
き
な
い
遠
大
な
計
画
、
投
資
て
あ
る

と
い
わ
れ
、
そ
の
た
め
に
私
達
は
こ
の

計
画
投
資
を
な
お
ぎ
う
に
し
て
は
な
つ

へ
ぼ
い
》
」
田
心
h
渉
玉
山
，

　
（
省
略
）

　
交
通
網
の
整
備
こ
つ
い
て
は
、
投
資

の
手
占
、
事
項
と
し
’
、
進
め
て
｝
・
・
ま
し
た

か
、
よ
う
や
く
投
資
の
実
を
あ
げ
、
近

い
将
来
に
国
主
に
関
す
る
限
）
一
応
改

良
整
備
は
そ
の
目
的
に
達
す
る
見
通
し

も
つ
き
ま
し
た

　
（
省
略
）

　
近
任
こ
わ
ナ
る
多
様
化
社
会
の
中
こ

あ
っ
て
、
み
や
も
す
れ
ま
と
り
残
さ
れ

よ
う
と
す
る
人
達
に
対
す
る
行
政
は
、

そ
れ
か
局
度
化
し
、
複
雑
化
す
れ
ば
す

る
ほ
と
細
心
の
注
［
」
と
配
慮
を
加
え
な

ナ
れ
，
漬
あ
ら
な
h
と
思
い
ま
す

　
（
省
略
）

　
行
政
外
行
政
と
も
い
う
へ
き
懸
案
事

項
も
多
く
あ
う
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
も
、
そ
の
実
現
を
図
り
地
域
格
差

の
是
正
、
均
衡
す
る
行
政
配
慮
に
努
乃

を
傾
注
す
る
考
え
て
す
。
　
」

あ
ら
ま
し

　
前
年
痘
に
続
く
財
政
難
の
な
か
の
策

定
て
あ
）
、
国
の
景
気
浮
揚
予
算
の
な

か
に
あ
っ
て
地
力
財
政
訂
画
に
従
い
消

費
部
門
の
経
費
を
抑
え
、
公
共
事
業
投

資
重
点
型
の
予
算
と
な
［
・
て
い
ま
す

　
一
般
会
計
ま
、
f
五
億
三
F
百
五
十

歳入の財源構成
詫艦千円

　43％　＿＿

依

万
円
て
前
年
変
の
当
初
に
比
較
し
’
、
、

　
八
・
．
」
鮮
の
伸
牽
を
示
し
ま
し
セ

少
な
い
自
主
財
源

　
歳
入
て
は
、
地
方
交
付
税
の
五
億
七

下
五
百
万
円
（
三
七
・
五
暫
）
を
ま
し

め
と
し
て
、
以
下
県
支
出
金
、
町
債
、

国
庫
支
出
金
の
順
と
な
っ
て
お
）
、
歳

入
予
算
の
八
コ
．
・
五
鮮
の
財
源
を
国
県

に
依
存
す
る
形
に
な
っ
て
、
ま
す
．

　
従
っ
て
自
i
L
財
拍
い
は
一
」
ハ
・
孟
蝦
で
ニ

シ
」
こ
ま
〕
、
　
ワ
て
の
・
り
レ
つ
一
旦
税
は
」
ハ
・
八

卦
の
　
億
四
百
万
円
余
り
と
な
’
て
、

ま
す

存

地方交付税＼
＼5億75・・万円

375％

財

値
鍵
羅

　
　
　
て

豊
．
．
税
惣
6

　
　
　
　
　
町
脳

　
　
　
　
＠
　
、
、

15億

3，150万円

100％

　県主出金
　2億9966万i千円

撫
債町

2億6910万円

＼　i76％，

196％

源

835

、　％

その他
4633万

翻ノ

投
資
的
経
費
に
7
億
円

町報とうこうの

　
歳
出
を
性
質
別
に
み
る
と
、
投
資
的

経
費
こ
全
体
の
四
五
・
五
新
に
あ
た
る

六
に
九
干
六
百
万
円
、
義
務
的
経
費
二

一二

ｪ
・
一
ニ
ヅ
ー
の
五
倍
山
八
了
下
六
百
万
円
、

消
曹
夙
的
二
曹
臥
に
「
六
・
、
双
窟
の
「
倍
一
二

干
五
百
万
円
か
計
上
尊
・
・
れ
て
い
ま
ず

林
業
研
修
セ
ン
タ
ー
を
建
設

　
目
的
別
て
は
、
ま
す
注
目
さ
れ
る
の

か
農
林
水
産
業
費
て
、
予
算
総
額
の
．
↓
－

分
の
；
を
占
め
る
五
億
九
百
万
円
を
投

資
し
て
本
町
農
林
業
の
振
興
を
図
ろ
う

と
し
て
い
る
こ
と
て
す
．

　
コ
な
事
業
と
し
て
、
水
田
利
用
再
編

対
策
、
「
年
目
を
迎
え
た
農
村
総
合
整

備
モ
テ
ル
事
業
に
お
ナ
る
生
産
基
盤
の

整
備
と
環
境
条
件
の
整
備
、
大
型
農
道

の
整
備
促
進
、
第
二
期
山
村
振
興
対
策

事
業
て
計
画
し
て
h
る
日
表
、
羽
坂
、

広
瀬
の
生
盾
改
善
セ
ノ
タ
ー
の
建
設
、

助
有
林
の
整
備
な
と
か
あ
う
ま
す
．

　
ま
た
、
林
業
構
造
改
善
事
業
に
よ
る

林
業
研
修
セ
ノ
タ
ー
を
建
設
し
、
林
業

に
従
事
す
る
青
年
な
と
の
実
技
訓
練
を

因
る
こ
と
に
し
て
h
ま
す
．

さ
ら
に
道
路
網
を
整
備

　
町
道
な
と
の
改
良
整
備
は
、
こ
れ
ま

て
も
行
財
政
の
重
占
、
事
項
と
し
て
予
算

投
資
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
本
年
度

も
農
地
費
に
計
上
｝
、
・
れ
た
も
の
を
含
め

三
億
＝
一
千
八
百
万
円
を
投
資
し
て
、
ふ
・
、

歳出の目的別構成

農林水産業費
　5億940万7千円

　　333％

r土木費
2億2635万円

　　148％

15億

3，150万円

＼100％ノ

教育費
2億2，151万6千円

総務費
億6，566万

　3千円

108％

ン／

その他＼
9016万円58％

鰐縁篇
1億893万4千円

71％
　　　　民生費

　　1億5504万

　　　　　8千円

　　　　101％ノ

て
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
条
件
整
備
を
甲

急
に
実
施
す
へ
き
て
す
か
、
財
政
ト
の

問
題
も
あ
）
、
伍
次
毎
に
計
画
を
た
で

整
備
か
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

　
こ
の
た
め
、
今
佳
鼠
子
。
そ
の
「
環
と

し
て
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
た
予
算
の

計
上
か
な
き
れ
て
い
ま
す
．

　
主
な
事
業
と
し
て
、
墓
表
地
区
へ
㍉
・
、

地
教
員
住
宅
の
建
設
、
町
営
ク
ラ
ノ
k

の
施
設
整
備
、
寺
中
地
区
国
民
体
育
館

の
建
設
な
と
か
あ
う
ま
す

歳出の性質網構成

経
的

弓

費「人件費
4億671万7千円

義

撫欝
3，150万円

100％

383「

　　r’
L　　　り

、
、

、

普通建設事業費
　6億7」85万8千円

　　439勿り　　　　　　　455’葺，

物件費＼
　瞳775卿

へ補助費等
1億2554万円

8勿／

消
費
的
経
費
緊

・
つ
に
整
備
か
進
め
ら
れ
ま
す

　
計
画
と
し
て
、
地
内
～
河
原
課
外
f

路
線
の
改
良
と
東
郷
橋
～
稿
葉
野
線
外

八
路
線
の
舗
装
、
生
盾
関
連
道
路
の
生

コ
ン
舗
装
な
と
が
あ
，
，
ま
す

　
こ
れ
ら
の
工
事
が
計
画
と
お
り
実
施

さ
れ
る
と
、
約
六
万
八
干
“
の
改
良
が

終
り
改
良
率
は
六
一
・
四
鮮
に
、
生
コ

ノ
舗
装
を
含
め
て
約
七
万
降
下
肩
か
舗

装
さ
れ
、
舗
装
率
は
六
五
・
六
罫
に
ア

・
．
ブ
す
る
こ
と
に
な
づ
ま
す

長
期
展
望
の
教
育
行
政

教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て
ま
二
口
う
ま

各
分
野
に
細
か
い
配
慮
を

そ
の
ほ
か
、
総
務
費
て
は
町
制
施
行

その他
1，599万

　2千円
　10％，

費
資

経的

｛
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
今
伊

匿
中
に
町
誌
を
発
行
す
る
ほ
か
、
国
の

第
一
玖
全
国
総
合
開
発
計
画
と
併
せ
県

の
長
期
総
合
副
画
の
改
訂
に
伴
う
町
帳

興
討
画
の
見
直
し
、
河
川
の
水
質
ゐ
濁

監
視
体
制
の
確
や
に
要
す
る
費
用
な
こ

か
計
上
さ
れ
て
い
ま
す

　
ま
た
、
民
生
費
’
、
ば
家
庭
奉
佳
員
の

増
n
貝
に
要
詣
ヲ
る
経
費
の
ほ
か
、
衛
焦
－
費

て
は
日
向
地
区
斉
場
東
郷
霊
苑
の
建
設

負
相
金
ぽ
か
の
経
費
を
、
消
防
費
こ

つ
い
て
は
、
防
火
貯
水
櫓
、
山
ノ
ワ
、

器
庫
、
接
岸
道
路
、
警
鐘
台
な
ど
消
防

力
の
整
鯖
充
実
に
必
要
な
経
費
か
刮
一

》
・
・
れ
て
い
ま
す

算置別

災r騨聴
　　　　16％

15億3，150万0千円

2億4，868万0千円

2脩3，654万0千円

　　1，214万0玉里

1億5，495万4千円

19億3，513万4千円

　　　　会　計

一般会計

特別会計

　　国民健康保険浄業

　　簡易水迫事業

病院事業会計

　　　計
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）
つ

そ直見をしらく

冠婚葬祭などの簡素化を推進9

　
三
月
十
八
日
に
「
東
郷
町
生
活
改
善

推
進
協
議
会
」
が
発
足
し
、
今
月
か
ら

実
践
運
動
が
強
力
に
展
開
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
派
手
に
な
っ
て
い
る
冠
婚

葬
祭
そ
の
他
の
行
事
な
ど
を
、
近
年
の

き
び
し
い
社
会
情
勢
の
な
か
で
、
　
「
く

ら
し
を
見
な
お
す
運
動
」
が
町
内
の
各

民
主
団
体
を
中
心
に
起
っ
た
の
を
契
機

に
、
明
る
い
町
づ
く
り
の
な
か
で
生
活

改
善
を
行
な
お
う
と
い
う
も
の
で
す
．

　
協
賛
団
体
と
し
て
、
自
治
公
民
館
、

婦
人
連
絡
協
議
会
、
青
年
団
協
議
会
、

P
T
A
連
絡
協
議
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
各
団
体
が
あ
り
ま
す
．
．

　
私
た
ち
は
こ
の
時
期
に
、
身
辺
や
近

隣
の
生
活
を
総
点
検
し
て
暮
し
の
原
点

を
見
直
し
、
む
だ
を
省
き
、
新
し
い
健

全
な
家
庭
生
活
を
築
く
た
め
、
別
表
の

推
進
事
項
を
全
町
あ
げ
て
実
践
し
、
こ

の
運
動
を
盛
り
あ
げ
ま
し
よ
う
。

　
協
議
会
の
事
務
局
は
、
町
中
央
公
民

館
内
に
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
お
た
ず

ね
に
な
り
た
い
方
は
、
遠
慮
な
く
ご
来

館
く
だ
さ
い
．
．

　
ま
た
、
結
婚
披
露
宴
の
案
内
状
に
同

封
す
る
簡
素
化
運
動
の
［
，
チ
ラ
シ
L
は

事
務
局
に
あ
り
、
連
絡
が
あ
り
次
第
送

付
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
協
議
会
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会
長
都
甲
鶴
男

副
〃
　
黒
木
　
梢
（
婦
協
代
表
）

〃
　
　
黒
田
静
夫
（
青
協
代
表
）

監
事
中
野
正
己
（
公
民
館
長
代
表
）

〃
　
甲
斐
善
重
郎
（
P
T
A
連
協
代
表
）

顧
問
　
木
村
　
誠
へ
町
　
　
　
長
）

〃
　
　
黒
木
利
男
（
町
議
会
議
長
）

冠婚葬祭等簡素化運動推進事項

区
分

一　　　　般i　　　　　　　滴　　　　　　　　　　　　　　　要

→
三親等姻　　　一一一一一．　．一一一一．一．
@　　　　　　（仲人含む）1　　出席者　　・ 参列者　　　丁　．一　催　　　　す　　　　側

l　　　　　　l

結I　　　　　　　　　　　　　　l8雑配繍禦絵旅装）婚瞳腕い1脚・伽・・謝贈・ない　　　…。繍魁な、、．式　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O仲人、導引の方を通じて、相手方　　　　　　　　E　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　と式等の申し合せをよく相淡する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こと。

濃1特・定めな・ll，…円以内

簿碧海めない田…円胴 ・品物は贈ら・い　　　　3纏灘動眺1、．

　1
Vi　　　　　I築1特に定めないi　　　　　　　　［等l　　　r篠a…醐内

麟000鵬
o灘職悉膿囎もの．。記断つけな、、　　　　　　　　○品物は贈らない。

㌦＿ない鶏鉾灘一・・入学・卒業・一・一般・・ない・・だ・一され・場・別…　　　歓送迎会は会費制で行ない、賎別は脳する・と。

1魎．難羅灘罷ll蹴灘鑓鷺
黎…特碇め・い線醜濫1協1⊃灯ろう、繍・使わない・　⊃儲は藤膿・す・。

舞　特に定めない　　1，000FI似内1　　　　　　　　　　0お返しをしない・

成2　「成人の日」．ま「おとなになったことを自覚し、自ら生き抜こうとする青年を祝いはげます日」です。

l式　　意義を考えて、華美にならないよう、清そな服装て式典に出席するよう心がけまし共う。
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ﾅ
鎌

　
　
　
　
．
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
．

土
地
や
建
物
を

”．

c
三
三

．
、
、
｝
三
．

で
に

鋸
一
，

誓
’
三

売
っ
た
と
き
の
税
金

　
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
り
、
交
換
し

た
り
、
収
用
さ
れ
た
り
し
た
場
合
は
、

そ
の
譲
渡
益
に
対
し
所
得
税
が
か
か
り

ま
す
。

　
所
得
税
は
、
原
則
と
し
て
、
「
年
間

の
す
べ
て
の
所
得
を
合
計
し
て
税
金
を

計
算
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
三
十
「
日
ま
で

に
個
人
が
土
地
、
建
物
を
売
一
・
た
と
き

一
の
譲
渡
益
へ
譲
渡
所
得
）
は
、
そ
の
人

の
他
の
所
得
と
切
離
し
て
税
金
が
計
算

甲斐さんに

　煮豆スポーツ奨励賞

一
一

ミ
難
養
窒

，
　
一
圃
　
9
・
噛

さ
れ
ま
す
．
．
ま
た
、
売
却
し
た
土
地
・

建
物
な
ど
の
取
得
時
期
に
よ
っ
て
、
長

期
譲
渡
所
得
と
短
期
譲
渡
所
得
に
分
か

れ
課
，
税
の
方
法
が
違
い
ま
す
．
．

　
つ
ま
り
、
昭
和
四
十
三
年
以
前
に
取

得
し
た
も
の
は
「
長
期
」
、
昭
和
四
十

四
年
以
後
に
取
得
し
た
も
の
は
［
i
短
期

し
と
し
て
区
分
が
な
き
れ
て
い
ま
す
。

　
税
額
の
計
算
方
法
は
次
の
と
お
り
で

す
。◎

長
期
譲
渡
所
得
の
税
金
の
計
算

　
ま
ず
課
税
長
期
譲
渡
所
得
を
求
め
ま

す
．
．

　
一
》
韓
⇒
三
蓋
一
（
受
鳶
庸
．
【
．
一
己
幾
．
陰

　
　
　
　
　
　
　
こ
一
）
・
ト
邸
導
影
藤

　
仲
深
区
の
甲
斐
善
重
郎
き

ん
が
、
第
「
回
三
日
ス
ポ
ー

ツ
賞
を
受
．
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
宮
崎

日
日
新
聞
社
が
、

県
民
の
健
康
づ
く

り
と
ス
ポ
ー
ツ
水

準
）
書
士
に
地
道

な
努
力
を
続
け
て

い
る
人
た
ち
を
対

象
に
贈
る
も
の
で
、

、
，

　
　
　
　
　
　
　
第
一
回

の
表
彰
式
が
三
月
に
宮
崎
市

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

、

　

　
甲
斐
き
ん
は
、
五
十
年
四

月
に
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟

を
結
成
、
七
月
に
早
朝
大
会

　
　
　
を
実
施
し
ま
し
た

　
　
　
　
が
、
現
在
で
は
二

塁マ

〆
十
四
の
チ
ー
ム
数

）
に
の
冒
、
春
秋

＼
二
回
に
リ
ー
グ
戦

　
を
開
い
て
い
ま
ず

　
　
ま
た
、
年
齢
別

や
公
民
館
対
抗
の
大
会
も
開

く
な
ど
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

普
及
に
努
力
し
て
い
ま
す
，

　
ミ
、
ぎ
）
壽
ミ
港
嘉
ご
｝
．
た
惑
ト
と
僧
一
　
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷺
｝
蚤
　
｝

　
’
、
一
こ
の
課
税
長
期
譲
渡
所
得
が
二
千

　
　
万
円
以
下
の
場
合
の
税
金
は

　
　
残
悪
．
減
立
憲
購
｝
量
一
｝
×
8
S

　
△
課
税
長
期
譲
渡
所
得
が
二
干
万
円

　
　
を
超
え
る
場
合
の
税
金
は

　
ム
0
0
】
、
三
＋
｛
§
喜
に
罎
一
，
℃
聴
ミ

嚇幕

ｷ
・
譲
肇
こ
）
・
器
欝
喜

　
美
：
（
ゴ
巴
0
漸
＝
一
⊥
；
預
喜
謬
忌
≧
・
）

　
×
葦
庸
悪
美
｝

◎
短
期
譲
渡
所
得
の
税
金
の
計
算

　
〉
　
一
｝
酒
喜
冷
・
’
遷
罰
ζ
猛
｛
マ
ム
O
S

　
b
J
｛
（
　
愛
野
冷
・
’
養
［
ζ
燈
ミ
輩
占
。
ご

　
　
　
＝
一
＋
一
｝
矩
塞
毒
忌
ミ
）
∵
ハ
藻
蒔
悪

　
　
　
蚤
1
（
謎
喜
謬
一
ミ
募
）
×
＊
｛
濤

　
　
　
謀
美
｝
×
ゴ
0
惑

　
　
　
＞
b
ご
s
ψ
ぴ
つ
報
｝
サ
遡
つ
毒

と
な
り
ま
す
．

　
短
期
譲
渡
所
得
に
は
、
長
期
譲
渡
所

得
．
の
よ
う
な
特
別
控
除
は
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
、
善
通
の
場
合
は
、
短
期
譲
渡
所

得
が
そ
の
ま
ま
課
税
短
期
譲
渡
所
得
と

な
り
ま
す
．
．

　
と
こ
ろ
で
、
取
得
費
と
は
、
売
一
、
た

土
地
や
建
物
を
買
入
れ
た
と
き
の
購
入

代
金
や
手
数
料
の
こ
と
叫
、
す
が
、
長
期

譲
渡
の
場
合
、
取
得
費
が
わ
か
ら
な
い

と
き
な
ど
の
場
合
は
、
譲
渡
価
額
の
五

％
を
取
得
費
と
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

　
ま
た
、
長
期
譲
渡
所
得
の
特
別
控
除

額
は
」
般
の
場
合
、
百
万
円
で
す
が
、

居
庄
用
財
産
を
売
っ
た
場
合
の
控
除
な

w
．
一
、
い
ろ
い
ろ
な
特
例
も
あ
り
ま
す
、
．

　
そ
の
ほ
か
、
詳
し
い
こ
と
は
税
務
署

又
は
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
ゼ
き
い

牧
水
先
生
の
生
涯
日

　
　
牧
水
先
牛
は
明
治
十
八
年
八
月
二

　
十
四
日
の
朝
生
れ
ま
し
た
．
．
牧
水
先

　
生
は
後
年
自
分
の
誕
牛
を
追
憶
し
て

p
　
「
お
も
い
や
る
か
の
う
す
青
｝
、
－
峡
の

　
奥
に
わ
れ
の
生
れ
し
朝
の
き
叩
、
）
し
き

・
．
「
と
詠
じ
て
い
ま
す
，

　
　
祖
父
は
牧
水
先
生
蚤
玄
虎
」
と
名

　
付
け
る
よ
う
に
と
云
デ
・
て
山
陰
の
純

　
曽
の
家
に
出
か
け
ま
し
た
．
、
そ
の
後

　
で
姉
た
ち
が
「
玄
虎
」
と
は
お
か
し
い

　
「
げ
ん
こ
げ
ん
に
が
ん
こ
げ
ん
、
牛

　
は
二
十
匁
」
と
じ
や
れ
唄
に
も
あ
る

　
可
愛
い
弟
に
も
っ
と
よ
い
名
を
つ
け

　
よ
う
と
話
合
r
・
て
、
当
時
姉
た
ち
が

・
読
ん
で
い
た
新
聞
が
「
．
東
京
絵
入
新

　
聞
」
で
そ
の
小
説
．
の
主
人
公
が
「
．
葉

　
山
志
計
留
」
で
志
計
留
は
女
性
で
す

　
が
当
時
は
女
は
学
朋
は
い
ら
ぬ
と
云

　
わ
れ
る
時
代
に
勉
強
が
し
た
く
で
男

帽
尊
し
て
男
性
に
交
っ
て
勉
強
し
た
と

　
い
う
女
丈
夫
で
す
，
二
．
の
志
計
留
か

　
ら
と
r
ノ
て
「
繁
．
」
と
つ
け
よ
う
、
葉
山

　
と
若
山
と
も
似
て
い
る
か
ら
と
　
．
繋

．
」
と
名
付
け
て
、
当
時
は
坪
谷
に
一
目

　
長
役
場
が
あ
り
ま
し
た
の
で
阜
速
届

　
出
ま
し
た
。

砿
　
牧
水
先
生
は
た
だ
「
人
の
男
の
子

　
で
し
か
も
末
r
・
子
で
す
か
ら
両
親
は

一
眼
に
入
れ
て
も
痛
く
な
い
程
に
可
愛

　輪

ﾒ
辮
継

寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

昼
の
弁
当
を
作
r
・
て
行
’
・
て
景
色
の
曽

よ
い
丘
な
ど
で
景
色
を
［
兄
な
が
ら
共
｛

に
昼
食
を
し
な
が
ら
色
々
と
話
し
ま
如

し
た
．
．
こ
う
し
た
母
の
心
づ
か
い
が
～

牧
火
先
牛
の
自
然
を
愛
す
る
心
を
培
卵

つ
た
の
で
し
ょ
う
・
　
　
　
へ

ま
た
牧
水
拳
は
幼
い
頃
む
し
些

：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫

力
多
，
、
て
．
嵐
，
、
痛
み
ま
し
た
．
牧
水
〃

先
生
は
「
．
母
の
お
・
つ
い
4
、
．
三
次
の
｛

よ
う
に
記
し
’
」
い
ま
す
⊃
　
　
　
畑

　
一
、
私
は
五
才
位
い
か
ら
歯
を
痛
ん
卓

だ
、
、
右
も
左
も
む
し
歯
ゼ
ら
け
で
、
　
券

痛
み
始
め
る
と
果
し
て
ど
の
薗
が
痛
　

む
の
だ
か
解
ら
な
（
な
り
・
ま
る
で
斗

顔
か
ら
頭
全
体
が
痛
む
か
藤
に
覧

ん
棄
た
，
そ
ん
な
塚
合
、
お
い
　

－
＼
泣
、
’
。
わ
め
い
’
、
い
ザ
。
私
を
慕
い
畑

て
一
緒
に
涙
を
流
し
て
い
る
の
は
必
r
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ず
母
で
あ
一
・
た
．
私
は
母
の
涙
を
見
や

る
と
「
層
に
悲
し
く
な
し
尚
さ
ら
に
や

泣
き
あ
げ
た
が
、
い
つ
知
ら
ず
そ
れ
や

で
も
痛
み
を
忘
一
－
て
泣
き
労
か
れ
て
叫

眠
る
こ
と
が
多
な
た
・
、
　
舜

巳
時
・
’
三
・
占
－
枯
れ
果
・
、
↓

ゼ
し
く
し
く
と
頬
を
抑
え
1
、
い
る
と
浜

母
は
任
な
三
・
仕
筆
捨
て
霞
■
て
↑

私
を
背
負
い
な
が
・
．
っ
釣
竿
を
提
げ
て
炉

漢
え
降
り
て
行
っ
た
．
そ
う
し
て
何
ヤ

か
彼
か
た
え
ず
私
に
話
奪
な
が
累

岩
か
と
畠
石
を
伝
っ
て
小
さ
な
魚
を
釣
舟

’
て
一
れ
た
．
．
」
牧
水
奉
は
後
隻

「
牽
痛
み
泣
け
ば
背
負
い
て
わ
夙

が
母
は
峡
の
小
川
に
魚
を
つ
之
」
｝

・
．
ご
と
詠
じ
て
い
ま
す
、
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
（
腕
月
儀
而
）
　
．
「
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後1世に伝
一　

町指定の文化財

　
町
で
は
、
こ
の
ほ
ど
町
の
歴
史
を
刻

む
貴
重
な
文
化
財
を
永
く
後
世
に
残
す

た
め
、
次
の
と
お
り
指
定
し
、
保
管
管

理
に
つ
い
て
所
有
者
に
お
願
い
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
、

　
ま
ぜ
こ
の
ほ
か
に
も
、
貴
重
な
文
化

財
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
今
後
も
調
査
を

続
け
ま
す
が
、
お
気
付
の
方
は
、
教
育

委
員
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
き
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

（昭和53．1．19指定）東郷町指定文化財一覧
考

定指
”
．
”
”
”

県．

　
　
社
寺

者　
　
神

有　
　
　
．
願

　
　
陰
．

所　
　
早
成

所在の場．所等号年名
　

財化文

1　山陰古墳

2　鶴野内古墳
3

4

5

6

7．．赤樫

8　榎
9一楠一．一．

10　銀杏
11一榎．一．．

12　銀杏
13

14

15

16

！Z．

18

12．．

2q．

21

22

23

24

25

26

2λ

28

29

20

31

32

33

54

重．．

36

日坦犀声堕

牧水生家、歌碑．

冠岳権現の梵鐘

山陰百姓一一揆供養碑．．

榎一

銀杏
宝筐印塔（群｝．．

　　ノノ

六地蔵供食塔
　　〃　一

1吾平供養苓．

　　〃
馬頭観音像

．地蔵菩薩像

　　〃

　　〃
墓石、畝原覚海転

　〃後口内玄）学

　〃　　．

板碑．．一．一

　〃　僻）

かめ

狛犬　’木込、

　〃　　　　　〃

大師堂

開商‡碑

利権回復之碑

硯

．約1．400年前一一…　　山陰神社．山陰．神．社

　　ノ仁．．一　　　鶴野幽＿一成願寺
　　4．　　　　日　田．一星一高早一武．久
生家133年前　歌碑昭22建立　　坪　　　　　谷　　東　　郷　　町
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冬季仔牛郡共進会

　
二
月
二
十
「
日
に
日
向
家
畜
市
場
で

開
催
さ
れ
た
冬
季
仔
牛
郡
共
進
会
で
、

本
町
が
団
体
三
連
勝
を
し
ま
し
た
．

　
こ
の
団
体
三
連
勝
は
、
畜
産
生
産
者

の
出
品
技
術
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
礎
牛
（
繁
殖
牛
V
の
索
引
が
原
因

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
．
、

　
き
哩
）
し
い
農
業
情
勢
の
な
か
に
水
田

利
用
再
編
対
策
と
し
て
米
の
転
作
奨
励

が
進
め
ら
れ
、
そ
の
対
策
と
し
て
町
に

お
い
て
も
特
定
作
物
へ
麦
、
大
豆
、
そ

ば
、
飼
料
作
物
）
の
転
作
指
導
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
町
で
佳
首
産
振
興
と
農
産
物

生
産
の
上
か
ら
土
づ
く
り
を
条
件
と
し

て
飼
料
作
物
を
奨
励
し
、
自
給
飼
料
の

確
保
を
は
か
凶
ノ
て
仔
牛
生
産
コ
ス
ト
．
の

引
下
げ
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
．
．

　
成
績
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
、
．

▽
牝
牛
の
部

優
等
六
席

　
同
七
席

　
同
九
席

一
等

　
陸

墨海山山佐
浦野田田藤
　硬　　幸
勝義和和男

坪福羽羽迫
　　　　野
谷瀬坂坂内
）　　 ）　 ）　 ）　 ）

冑
去
勢
牛
の
部

　
「
等
　
　
　
桑
原
春
吉
（
仲
　
深
V

　
．
↓
等
　
　
　
平
塚
音
吉
（
羽
坂
）

7
団
依
の
部

　
「
位

三
位

五
位

七
位

　
九
位

十
「
位

東
郷
町

レ
ー
ー
～

」
〃
肝
【

日
向
市

日
」
目
．
J

P
～
m
田

西
郷
村

椎
葉
村

　
二
位

　
四
位

　
六
位

　
八
位

　
十
位

十
二
位

北
郷
付

三
方
町

延
岡
而

諸
塚
村

南
郷
村

北
浦
町

”
今
月
の
う
ご
き
（
4
月
行
事
）

一一
▽
総
会
　
4
月
1
5
日
（
士
二
王

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催

町
鳶
協
行
事
の
今
年
度
最
後
の
ス
き

「
高
森
為
市
文
庫
」
を
創
設

現
代
女
牲
百
科
　
記
録
九
州
文
学

若
山
牧
水
　
新
し
い
中
国
　
野
の
鳥

の
四
季
　
瑛
九
画
集
　
秋
月
左
都
夫

　
戦
後
文
部
省
2
5
年
善

隣
撫

γ
漿
舗
影
野
輝
二
一
撤
歴

～
　
す
が
、
あ
と
が
恐
い
の
で
届
け
を
し
な

　
い
人
が
多
い
た
め
街
．
の
「
ダ
ニ
」
を
増

ご
，
二
》
三
な
り
峯
9

で
廃
は
見
た
．
り
聞
い
た
、
り
二
．
．
蚤

　
　
4
斗
、
・
な
被
害
で
も
勇
気
を
も
「
，
’
、
届

　　け
て
町
か
ら
暴
力
を
追
放
し
ま
し
き
っ

ニ

肉
　
最
近
の
暴
力
団
は
、
交
通
事
故
示
談
、

　
　
債
権
取
立
、
不
動
産
懸
．
、
覚
せ
い
済
、

　
け
ん
銃
な
ど
各
方
面
に
手
を
出
し
、
の

4　
き
ば
り
で
で
い
ま
す
の
で
、
み
ん
な
の

　
　
力
で
暴
力
団
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
．

行
楽
期
の
交
通
事
故
防
止

》γ
鰭
謹
誕
警
鯵
即
駅

－
－
ツ
行
事
と
し
て
、
二
月
二
十
六
日
に

九
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
パ
レ
ー
ボ
…
ウ

大
会
を
行
な
い
ま
し
た
．
．

　
成
績
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
．

▽
優
勝
小
野
田
▽
2
日
羽
坂

［
レ
3
位
　
迫
野
内

　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
只
）

　
決
勝
戦

3
位
決
定

小
野
田
1
2
’
2
1
羽
坂

　
　
　
2
　
　
　
1

　
　
　
り
　
　
　
　

追
野
内
1
2
　
2
1
越
表

　
　
　
2
　
　
　
1

　
（
町
背
協
広
報
部
V

町報とうこう
（7）

　
故
高
森
為
市
氏
の
生
前
の
こ
意
志

を
継
ぎ
、
ご
遺
族
（
高
森
文
夫
回
外

十
　
一
々
臼
V
　
の
｛
力
々
か
・
り
　
「
　
昌
呆
三
教
村
而

文
庫
」
創
設
の
申
し
出
が
あ
り
、
次

の
図
書
の
こ
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
る
と
と
も

に
、
中
央
公
民
館
図
書
室
に
コ
ー
ナ

ー
⊥
を
設
け
ま
し
た
の
で
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
．
．

▽
図
書
名
（
計
四
七
八
冊
）

　
日
本
国
語
論
辞
典
（
全
2
0
巻
）

ブ
ル
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
（
全

26

ｪ
）
　
世
界
大
百
科
事
典
へ
全
3
3

巻
）
　
宇
活
百
科
事
典
（
全
1
4
巻
）

書
道
大
字
典
（
全
2
巻
）
　
日
本
を

知
る
事
典
　
原
色
図
鑑
（
全
5
0
巻
）

樹
木
大
図
説
へ
全
4
巻
）
　
重
要
文

化
財
（
全
引
巻
）
　
ホ
ー
ム
コ
ン
甚

ル
タ
ン
ト
釜
旬
巻
）
　
日
本
古
典

文
学
全
集
（
全
5
1
巻
）
　
世
界
文
学

全
集
（
全
4
5
巻
）
　
日
本
文
学
全
集

（
全
8
0
巻
）
　
日
本
．
の
民
話
（
全
2
6

巻
、
　
い
け
ば
な
芸
術
全
集
（
全
1
2

巻
）
　
小
原
国
芳
全
集
（
全
4
5
巻

図
説
日
本
の
歴
史
（
全
1
8
巻
）
　
小

原
国
芳
例
話
全
集
　
小
村
寿
太
郎

7
。

二
三
　
ノ

高森為市文庫

近
町
内
で
も
交
通
事
故
が
多
発
し
！
、
い

ま
す
、

　
春
先
｝
、
・
は
、
特
に
気
分
的
に
開
放
的

に
な
り
、
重
大
事
故
が
ふ
え
ま
す
、
一
連

転
者
は
、
出
発
前
の
点
検
を
行
な
い
、

ま
た
歩
行
者
、
自
転
者
乗
り
は
側
方
通

過
．
の
際
に
十
分
間
隔
を
と
り
車
間
距
離

を
と
り
、
無
理
な
追
越
し
な
ど
し
な
い

し
ょ
・
つ
ド
」
浄
仏
規
♪
を
点
寸
り
申
承
セ
し
ょ
・
つ
．

　
現
在
、
春
の
交
通
安
全
運
動
も
行
な

わ
れ
、
事
故
防
止
の
気
運
も
高
ま
r
．
一
、

き
ま
し
た
が
、
み
ん
な
で
協
力
し
あ
デ
・

「
」
事
竹
朕
の
吐
剛
止
ド
ト
つ
》
｝
め
す
弘
一
し
・
三
－
つ

　
　
　
　
　
（
山
陰
警
察
官
駐
在
呵
）

夢　
L

；
路

●●

．
♂



（8）

町報とうこう

コ

…
お
し
ら
せ

｝
　
　
羅
一

一
　
　
卿
賊

…
　
諜

寺
迫
地
区
で
停
電

　　馳
＿一心

　
九
州
霊
力
都
農
変
電
所
の
増
強
工
事

の
た
め
、
寺
迫
区
全
域
に
わ
た
っ
て
つ

ぎ
の
と
お
り
停
需
ず
る
二
と
に
つ
い
’
、

連
絡
が
あ
り
ま
し
た
．
．

　
工
事
期
間
は
約
ニ
ケ
月
の
予
定
で
、

こ
の
間
、
四
月
、
五
月
に
各
「
回
つ
つ

の
陣
電
を
必
要
と
し
、
一
部
の
地
域
で

は
長
時
間
に
な
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め

連
絡
が
あ
一
・
た
も
の
で
す
。

▽
期
日
　
4
月
1
2
日
へ
水
曜
日
）

▽
時
間
　
正
午
～
午
後
「
時

▽
地
区
　
東
郷
町
寺
迫
区

　
　
　
　
（
都
農
変
電
所
供
給
区
域
）

高
校
通
信
制
生
徒
募
集

　
県
立
宮
崎
東
高
等
学
校
で
は
、
次
の

と
お
り
通
信
制
生
徒
を
募
集
中
で
す
．
－

▽
資
格

　
※
中
学
校
卒
業
者
及
び
同
等
以
上
の

　
学
力
が
あ
る
と
認
め
た
者

　
※
高
等
学
校
中
退
者

　
※
旧
制
中
学
校
等
で
学
ん
だ
者

▽
’
出
願
期
限

　
4
月
2
0
日
（
木
）

▽
入
試
面
接

　
　
出
願
書
類
及
び
個
人
面
接
で
選
考

　
し
、
学
力
検
査
は
行
な
い
ま
せ
ん

▽
出
願
書
類

　
　
町
教
育
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
る

　
直
接
、
出
願
先
に
請
求
し
て
も
よ
く

　
そ
の
場
合
は
、
送
料
一
「
四
「
円
切
手

　
を
同
封
し
、
あ
て
名
を
明
記
し
て
請

　
求
す
る

▽
出
願
先

　
　
宮
崎
南
神
宮
東
1
丁
目
2
番
4
2
号

　
　
県
立
宮
崎
東
高
等
学
校
通
信
制

　
　
〒
八
八
○
　
電
話
2
4
三
四
⊃
五

新
刊
書
紹
介

　
中
央
公
民
館
図
書
室
に
、
つ
ぎ
の
新

刊
書
が
は
い
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
．
．

▽
黄
金
の
日
日
（
域
巳
三
郎
）

▽
な
が
い
午
後
（
立
原
正
秋
）

▽
愛
を
め
ぐ
る
人
生
論
へ
立
原
正
秋
）

▽
日
本
史
・
謎
と
鍵
（
松
本
清
張
）

…一一 ﾜちのうごき一一一

人口6，783人　（＋30）

　男　3，320人　（＋22）

　女　3，463人　（＋8）

世帯数1，767戸（＋7）

　　　53年3月1日現在

　　　（　）は対前月比

一2～…一～二P．r～γ、

7
暗
い
流
れ
（
和
田
芳
恵
）

「
・
天
北
原
野
。
上
（
三
浦
綾
子
）

▽
天
非
原
野
・
下
（
三
浦
綾
子
）

▽
剣
岳
・
点
の
記
（
新
田
次
郎
）

▽
小
説
集
南
部
女
人
抄
（
渡
辺
喜
恵
子
）

7
か
ら
ゆ
き
き
ん
（
森
崎
和
江
）

転
宅
先
で
も

　
す
ぐ
電
気
が
使
え
ま
す

　
春
は
転
宅
の
多
い
シ
；
ズ
ン
で
す
．

　
九
州
電
力
で
は
、
転
宅
日
の
3
～
4

日
前
ま
で
に
、
最
寄
り
の
営
業
所
に
連

絡
す
る
よ
う
よ
び
か
け
て
い
ま
す
，

（
転
宅
日
ま
で
は
電
気
が
自
由
に
使
用

で
き
ま
す
）

　
そ
．
の
際
、
領
収
証
の
番
号
を
忘
れ
ず

に
連
絡
し
て
く
ゼ
き
い
。

　
転
宅
先
で
は
、
す
ぐ
に
電
気
が
使
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
図
の
よ
う

に
、
リ
ミ
ッ
タ
ー
の
つ
ま
み
を
「
入
」

の
字
が
出
る
よ
う
に
倒
せ
ば
電
気
が
つ

｝
、
－
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
「
暢
気
使
用
申

一

．
甘

ゴ
，

園
／

↑

’

羅
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
’
、
九
倒

電
力
へ
送
デ
．
て
く
だ
ン
・
へ
．
．

今
月
の
税

固
定
資
産
税

軽
自
動
車
税

　
　
　
　
納
期

全1金

丹期

4
月
3
0
日

善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
寄
付
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
．
、

　
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
，

．
．
羽
坂
の
橋
口
栄
…
郎
き
ん
か
ら

　
　
（
タ
ネ
毒
、
・
ん
・
9
0
歳
ご
死
去
）

フ
羽
坂
の
中
田
広
美
》
・
㌔
ん
か
ら

　
　
（
竹
芳
き
ん
。
二
歳
ご
死
去
）

▽
坪
谷
の
稲
田
耕
志
き
ん
か
ら

　
　
（
篤
き
ん
・
7
0
歳
ご
死
去
）

▽
鶴
野
内
の
南
公
明
↓
、
・
ん
か
ら

　
（
福
谷
忠
治
尊
・
・
ん
。
9
1
歳
ご
死
去
）

7
越
表
の
黒
木
美
緒
子
き
ん
か
ら

　
　
（
自
治
ふ
・
㌔
ん
・
8
2
歳
ご
死
去
）

　
ま
た
、
羽
坂
．
の
寺
原
政
．
志
占
・
、
ん
か
・
．
っ

社
会
福
祉
事
業
の
た
め
に
ご
寄
付
い
た

ゼ
き
ま
し
た
、
．

　
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す

今
月
の
心
配
ご
と
相
談
日

　
　
　
4
月
1
8
日
（
火
曜
旦

東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

灘
懲
黛

　
　
　
　
　
　
　
2
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ち
ゃ
ん
の
名
　
父
の
名
㎜
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1ノ，i黒佐’た佐奈直那．・｝三古

藤木藤野藤須野須野野

馬直和里長智将洋俊新

明哉美恵子恵司平幸一
国満義哲義熊正成松園
　寿
光一｝ご昭朗一！左雄一．和一童．嗣雄

鶴寺小小青羽福坪福鶴
野　野野野　　　　野
内迫円田内坂瀬谷閣内
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う
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那那日糸鈴僑坂

口須高平木口本原

子喜」」幸代昭了純名

羽羽口二日小諸小住
　　南　向野塚野
坂坂田∫瀬而田村田所

羽稲黒由福橋中直寺小糞
田田㌔谷。田里源林哩
　　チ　　　　　　　　　祈
八　　工休忠野竹・で．岩竹名り
ル　　ハ　　　　　　　　　ま
工員ル治治ネ野手衡雄す
747・5・81919・7388・979無

坪坪寺鶴鶴羽羽福羽小住
谷谷迫男坂坂瀬論所
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